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強的秩序とその操作に関わる研究グループ 第一回研究会 

東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター 2016 年 1 月 4 日 

 

押目典宏，狩野旬，池田直，寺西貴志，藤井達生，上田剛慈  

BaTiO3 粉末のバンド構造におけるイオン欠損効果 

強的秩序とその操作に関わる研究グループ 第一回研究会 

東京工業大学キャンパス・イノベーションセンター 2016 年 1 月 4 日 

 

吉田右, 狩野旬, 押目典宏, 日隈聡士, 為則雄祐, 加藤和男, 新田清文, 水牧仁一朗, 池

田直,  藤井達生, 大久保智子, 上田剛 

BaTiO3 を担体としたパラジウム微粒子の価数状態 

日本セラミックス協会 2016 年年会 

早稲田大学 西早稲田キャンパス 2016 年 3 月 14-16 日 

 

押目典宏，狩野旬，池田直，寺西貴志，藤井達生，上田剛慈，大久保智子 

BaTiO3 粉末のバンド構造におけるイオン欠損・置換効果(II) 

日本セラミックス協会 2016 年年会 

早稲田大学 西早稲田キャンパス 2016 年 3 月 14 日-16 日 

 

中畑大輝，沼田知也，中西真，狩野旬，藤井達生，池田直 

スパッタ法による電子強誘電体 YbFe2O4 薄膜の作製と評価 

日本セラミックス協会 2016 年年会 

早稲田大学 西早稲田キャンパス 2016 年 3 月 14-16 日 

 

藤原孝将, 烏谷友之, 古林宏之, 福永守, 狩野旬, Sachith Dissanayake, 松田雅昌, Jaime 

Fernandez-Baca, 中島多朗, 加倉井和久, 三井隆也, 中村真一, 池田直 

鉄欠損を制御した YbFe2O4 の電荷秩序と磁気・誘電特性 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学 泉キャンパス 2016 年 3 月 19—22 日 

 

押目典宏, 狩野旬, 池田直, 寺西貴志, 大崎浩司, 藤井達生, 上田剛慈 

BaTiO3 のバンド構造におけるイオン欠損効果 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学 泉キャンパス 2016 年 3 月 19—22 日 

  

重名智博, 狩野旬, 池田直, 藤井達生, 大久保智子 

金属 強誘電体接合系における触媒作用 



 

 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学 泉キャンパス 2016 年 3 月 19—22 日 

  

烏谷友之, 藤原孝将, 堀部陽一, 古林宏之, 福永守, 狩野旬, 池田直 

Mn をドープした(YbFe2O4)m（YbFeO3）n, m=1, n=1 単結晶の磁性と誘電特性 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学 泉キャンパス 2016 年 3 月 19—22 日 

 

中村真一, 三井隆也, 藤原孝将, 池田直, 下村晋 

核共鳴散乱回折装置による結晶サイト選択的メスバウアースペクトルの測定 II 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学 泉キャンパス 2016 年 3 月 19—22 日 

 

K. Ishii, M. Yoshida, M. Naka, S. Ishihara, I. Jarrige, K. Ikeuchi, Y. Murakami, K. Kudo, Y. 

Koike, T. Nagata, Y. Fukada, N. Ikeda, J. Mizuki  

Momentum-resolved charge fluctuations proximate to the charge-order phase measured by 

resonant inelastic x-ray scattering  

Low-Energy Electrodynamics in Solids (LEES2016) 

Hotel LAFORET Biwako 5 月 29 日-6 月 3 日 

 

戸取和大，中西真，藤井達生，池田直，狩野旬 

希土類鉄酸化物 YbFe2O4 への Ca，Zr 置換効果 

粉体粉末冶金協会 第 117 回講演会 

京都工芸繊維大学 5 月 24-26 日 

 

Kosuke Fujiwara, Tomoyuki Karasudani, Mamoru Fukunaga, Hiroyuki Kobayashi, Norihiro 

Oshime,Jun Kano, Shiniti Nakamura, Takaya Mithui, Pierre-Eymeric Janolin, Jean-Michel Kiat, 

Naoshi Ikeda 

Dielectric properties and charge order of YbFe2O4 with controlled iron vacancy 

13th Russia/CIS/Baltic/Japan Symposium on Ferroelectricity (RCBJSF) and International 

Workshop on Relaxor Ferroelectrics 2016 (IWRF). 

Shimane Prefectural Convention Center "Kunibiki Messe" June 19-24, 2016 

 

Tomoyuki Karasudani, Kosuke Fujiwara, Tatsuo Fujii, Kazuhiro  Todori, Norihiro Oshime, 

Yoichi Horibe, Hiroyuki Kobayashi, Mamoru Fukunaga, Jun Kano, Naoshi Ikeda 

Dielectric and magnetic properties of Mn doped YbFe2O4(YbFeO3)n, n=1 single crystal 

13th Russia/CIS/Baltic/Japan Symposium on Ferroelectricity (RCBJSF) and International 

Workshop on Relaxor Ferroelectrics 2016 (IWRF). 

Shimane Prefectural Convention Center "Kunibiki Messe" June 19-24, 2016 

 

Hiroyuki Kobayashi1, Kosuke Fujiwara, Tomoyuki Karasudani, Masahiro Sakai, Naoya 

Kobayashi, Naoshi Ikeda, Osami Seri 

Ferroelectric and Magnetic properties for nano particles of multiferroic YbFe2O4 

13th Russia/CIS/Baltic/Japan Symposium on Ferroelectricity (RCBJSF) and International 

Workshop on Relaxor Ferroelectrics 2016 (IWRF). 

Shimane Prefectural Convention Center "Kunibiki Messe" June 19-24, 2016 

 

N. Oshime, J. Kano, N. Ikeda, K. Osaki, T. Teranishi, T. Yoshida, T. Fujii, T. Ueda and T. 

Ohkubo 

Defect and Substitution Effect on the Band Structure of BaTiO3 Particles 

13th Russia/CIS/Baltic/Japan Symposium on Ferroelectricity (RCBJSF) and International 



 

 

Workshop on Relaxor Ferroelectrics 2016 (IWRF). 

Shimane Prefectural Convention Center "Kunibiki Messe" June 19-24, 2016 

 

Tasuku Yoshida, Jun Kano, Norihiro Oshime, Satoshi Hinokuma, Yusuke Tamenori, Kazuo 

Kato, Kiyofumi Nitta, Masaichiro Mizumaki, Naoshi Ikeda, Tatsuo Fujii, Tomoko Okubo, 

Takeji Ueda 

Valence and Structure of Palladium Oxide particles on BaTiO3 

13th Russia/CIS/Baltic/Japan Symposium on Ferroelectricity (RCBJSF) and International 

Workshop on Relaxor Ferroelectrics 2016 (IWRF). 

Shimane Prefectural Convention Center "Kunibiki Messe" June 19-24, 2016 

 

Shin Nakamura, Takaya Mitsui, Kosuke Fujiwara, Naoshi Ikeda, Yasuhiro Kobayashi and 

Susumu Shimomura 

Development of Mössbauer diffractometer by using nuclear resonant scattering at SPring-8 

BL11XU 

Hyperfine2016 （International Conference on HYPERFINE Interactions and their Applications） 

Leuven (Belgium) 7 月 3-8 日 

 

藤原孝将, 烏谷友之, 古林宏之, 三井隆也, 中村真一, 加倉井和久, 狩野旬, 池田直 

鉄欠損を制御した YbFe2O4 の磁気秩序と電荷秩序 

誘電体・磁性体 若手夏の学校 2016 ～強的秩序材料のマルチプローブ計測に関わる最

先端技術～ 

ルーセントタカミヤ 山形県 2016 年 8 月 26-27 日 

 

烏谷友之, 藤原孝将, 藤井達生, 戸取和大, 福永守, 堀部陽一, 狩野旬, 池田直 

Mn をドープした単結晶 Yb2Fe3O7 の磁性と誘電性 

誘電体・磁性体 若手夏の学校 2016 ～強的秩序材料のマルチプローブ計測に関わる最

先端技術～ 

ルーセントタカミヤ 山形県 2016 年 8 月 26-27 日 

 

角山怜祐, 狩野旬, 安井伸太郎, 池田直, 藤井達生 

インピーダンス測定用セルの開発  

誘電体・磁性体 若手夏の学校 2016 ～強的秩序材料のマルチプローブ計測に関わる最

先端技術～ 

ルーセントタカミヤ 山形県 2016 年 8 月 26-27 日 

 

押目典宏, 狩野旬, 池永英司, 保井晃, 安井伸太郎, 日隈聡士, 池田直, 藤井達生 

強誘電体 BaTiO3 の平均化されたバンド構造 

誘電体・磁性体 若手夏の学校 ～強的秩序材料のマルチプローブ計測に関わる最先端

技術～ 

ルーセントタカミヤ 山形県 2016 年 8 月 26-27 日 

 

吉田右, 狩野旬, 水牧仁一朗, 為則雄祐, 加藤和男, 新田清文, 日隈聡士, 押目典宏, 池

田直, 藤井達生, 大久保智子 

BaTiO3 を担体としたパラジウム微粒子の価数状態 

誘電体・磁性体 若手夏の学校 ～強的秩序材料のマルチプローブ計測に関わる最先端

技術～ 

ルーセントタカミヤ 山形県 2016 年 8 月 26-27 日 

 



 

 

森茂生・吉本航・石井悠衣・藤原孝将・君塚昇・池田直・河口彰吾・久保田佳基 

層状鉄酸化物 REFeMO4 の散漫散乱と短範囲秩序構造 

日本セラミックス協会 第 29 回秋季シンポジウム 

広島大学（東広島キャンパス） 2016 年 9 月 7-9 日 

 

招待講演 

池田直・藤原孝将・藤井達生・狩野旬・福永守 

電荷秩序物質 RFe2O4 の磁気的,誘電的特徴 

日本セラミックス協会 第 29 回秋季シンポジウム 

広島大学（東広島キャンパス） 2016 年 9 月 7-9 日 

 

鳴海康雄, 藤原孝将, 神戸高志, 池田直, 安村光正, 野尻浩之, 小谷佳範, 中村哲也 

電子誘電体 RFe2O4 の強磁場軟 X 線磁気円二色性 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

 

中村真一, 三井隆也, 藤原孝将, 池田直, 下村晋, 黒葛真行  

放射光を用いた Fe3O4 のメスバウアー回折実験 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

  

福良哲司, 脇田高徳, 藤原孝将, 寺嶋健成, 佐藤仁, 生天目博文, 谷口雅樹, 池田直, 村

岡祐治, 横谷尚睦 

YbFe2O4 の共鳴逆光電子分光 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

  

烏谷友之, 藤原孝将, 藤井達生, 戸取和大, 福永守, 堀部陽一, 狩野旬, 池田直 

Mn をドープした単結晶 Yb2Fe3O7 の誘電特性 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

 

押目典宏, 狩野旬, 岡本拓巳, 池田直, 藤井達生 

α-Fe2O3, Fe3O4, FeO 粉末のバンド構造 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

 

吉本航, 藤原孝将, 池田直, 河口彰吾, 久保田佳基, 石井悠衣, 森茂生 

層状鉄酸化物 RFeMO4 における短範囲秩序構造と誘電特性 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

 

吉田右, 狩野旬, 水牧仁一朗, 為則雄祐, 加藤和男, 新田清文, 日隈聡士, 押目典宏, 池

田直, 藤井達生, 大久保智子, 上田剛慈 

BaTiO3 を担体としたパラジウム微粒子の価数状態 

XAFS 夏の学校 2016 

おたる自然の村おこばち山荘 北海道 2016 年 9 月 26−28 日 

 



 

 

(invited)  

N Ikeda, K Fujiwara, T Karasudani, J Kano, T Fujii 

On the Ground State of Charge Ordering of YbFe2O4  

The 8th Japan-China Symposium on Ferroelectric Materials and Their Applications (JCFMA8)  

Tsukuba (Japan) 9 月 30 日-10 月 2 日 

 

T. Yoshida, J. Kano, N. Oshime, S. Hinokuma, Y. Tamenori, K. Kato, K. Nitta, M. Mizumaki, 

N. Ikeda, T. Fujii, T. Okubo, T. Ueda 

Valence anomaly of palladium particles deposited on BaTiO3 studied by X-ray absorption near 

edge structure  

The 8th Japan-China Symposium on Ferroelectric Materials and Their Applications (JCFMA8)  

Tsukuba (Japan) 9 月 30 日-10 月 2 日 

 

戸取 和大、中西 真、狩野 旬、池田 直、藤井 達生  

Yb サイトへの非等量 Ca,Zr 置換による YbFe2O4 の原子価制御  

第 26 回日本 MRS 年次大会 

横浜市開港記念会館他 2016 年 12 月 19-22 日 

 

沼田 知也、中畑 大輝、池田 直、藤井 達生  

反応スパッタ法によるエピタキシャル YbFe2O4 薄膜の作製  

第 26 回日本 MRS 年次大会 

横浜市開港記念会館他 2016 年 12 月 19-22 日 

 

Tetsushi Fukura, Takanori Wakita, Kensei Terashima, Kosuke Fujiwara, Naoshi Ikeda, 

Hiroyuki Okazaki, 

Tomoko Nagata, Hitoshi Sato, Hirofumi Namatame, Masaki Taniguchi, Yuji Muraoka and 

Takayoshi Yokoya 

Electronic structure of high quality 3D charge ordered YbFe2O4 by Fe 3p–3d resonant 

photoemission / inverse photoemission spectroscopy 

International Workshop on Superconductivity and Related Functional Materials (IWSEFM) 

2016 

National Institute for Materials Science (NIMS) つくば 2016 年 12 月 20-22 日 

 

伊藤雄吾, 神戸高志, 大井健至, 角藤壮, 小林夏野 

電気化学インターカーレーションによる超伝導の制御 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学 泉キャンパス 2016 年 3 月 19—22 日 

 

李智鉉, 宮島瑞樹, 角藤壮, 伊藤雄吾, 西本直生, 木村拓海, 工藤一貴, 野原実, 神戸高

志 

単結晶 LiX(NH3)yFe2-δSe2 の超伝導物性 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学 泉キャンパス 2016 年 3 月 19—22 日 

 

久保園芳博, 寺尾貴博, 西山佐希, Lu Zheng, 後藤秀徳, 江口律子, 岡本秀毅, 小林達生, 

神戸高志, 杉野久子, 郷田慎 

K ドープピセン 14 K 超伝導相のキャラクタリゼーション 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学 泉キャンパス 2016 年 3 月 19—22 日 



 

 

 

神戸高志，李智鉉，角藤壮 

Ax(Sol)yFe2-δSe2 (A=alkali and alkali-earth metal, Sol=solvent molecule) 超伝導体の特性 

応用物理・物理系学会 中国四国支部 合同学術講演会 

シンポジウム 「超伝導における新しい対称性と機構」、岡山大学、7 月 31 日 

 
Mizuki Miyajima, Takeshi Kakuto, Takehito Nakano, Retno Asih, Dita P. Sari, Isao Watanabe, 

Takashi Kambe 

Magnetism and Structure of Superoxide NaO2  

ICMM2016 (International Conference on Molecule-Based Magnets), Sept.4-8, 2016, Sendai 

 
Fahmi Astuti, Dita P. Sari, Retno Asih, Greame Blake, Takashi Kambe, Mizuki Miyajima, 

Takeshi Kakuto, Takehito Nakano, Yasuo Nozue, Isao Watanabe 

μSR Investigation on the Magnetic Order of p-Electrons in Superoxides of CsO2 and NaO2 

ICMM2016 (International Conference on Molecule-Based Magnets), Sept.4-8, 2016, Sendai 

 

神戸高志, 宮島瑞樹, 角藤壮, 中野岳仁, R. Asih, D. Puspita Sari, 渡邊功雄 

超酸化物 NaO2 の磁性と構造 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

 

Fahmi Astuti, Dita P. Sari, Retno Asih, Greame Blake, Takashi Kambe, Mizuki Miyajima, 

Takeshi Kakuto, Takehito Nakano, Yasuo Nozue, and Isao Watanabe 

Muon Spin Resonance Investigation on the Magnetic Order of π-electrons in the Sodium 

Superoxide (NaO2) 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

 

E. Paris, L. Simonelli, 脇田高徳, C. Marini, イ・ジヒョン, W. Olszewski, 寺嶋健成, 角藤壮, 

西本直生, 木村拓海, 工藤一貴, 神戸高志, 野原実, 横谷尚睦, N. L. Saini 

Temperature dependent local atomic displacements in Lix(NH3)yFe2Se2 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

 

角藤壮, イジヒョン, 神戸高志, 木田孝則, 萩原政幸, 田原大夢 

Li(NH3)FeSe 超伝導体の Hc2 の異方性 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（角間キャンパス） 2016 年 9 月 13-16 日 

 

久保園芳博, 寺尾貴博, 西山佐希, Lu Zheng, 後藤秀徳, 江口律子, 岡本秀毅, 小林達生, 

神戸高志, 杉野久子, 郷田慎 

Kドープピセン14 K超伝導相のキャラクタリゼーション  

日本物理学会第71回年次大会 

東北学院大（仙台）2016年3月19-22日 

 

荒木新吾, 増山裕樹, 藤原裕也, 北川俊作, 小林達生  

ホール素子を用いたCeAgSb2の高圧磁化測定  

日本物理学会第71回年次大会 

東北学院大（仙台）2016年3月19-22日 



 

 

 

今井健吾, 関谷泰志, 北川俊作, 荒木新吾, 小林達生, 大貫惇睦 

強磁性体CeNiSb2における圧力効果  

日本物理学会第71回年次大会 

東北学院大（仙台）2016年3月19-22日 

 

北川俊作, 荒木新吾, 小林達生, 池田陽一, 吉澤英樹 

CeNiGe3における反強磁性量子臨界点近傍の超伝導  

日本物理学会第71回年次大会 

東北学院大（仙台）2016年3月19-22日 

 

藤原賢二, 須和田裕貴, 本山岳, 三好清貴, 小林達生, 北川健太郎, 佐々木孝彦, 後藤貴

行, S. Seiro, C. Geibel, F. Steglich 

CeCu2Si2の強磁場・高圧下における価数状態の研究  

日本物理学会第71回年次大会 

東北学院大（仙台）2016年3月19-22日 

 

西山佐希, 上杉英里, N. T. L. Huyen, 加賀山朋子, 清水克哉, 江口律子, 後藤秀徳, 北川

俊作, 小林達生, 久保園芳博 

LnOBiS2（Ln：ランタノイド金属）への金属挿入による多様な超伝導体の発現  

日本物理学会第71回年次大会 

東北学院大（仙台）2016年3月19-22日 

 

曽我部優太, 古谷篤梓, 荒木新吾, 関谷泰志, 北川俊作, 小林達生, 稲田佳彦 

空間反転対称性のない希土類強磁性体Bi3R4の結晶合成と圧力効果  

日本物理学会第71回年次大会 

東北学院大（仙台）2016年3月19-22日 

 

小林達生, 安部大貴, 荒木新吾, 山浦淳一, 松林康仁, 広井善二 

Cd2Re2O7の圧力 温度相図  

日本物理学会2016年秋季大会 

金沢大（金沢）2016年9月13-16日 

 

高松祐弥, 藤原賢二, 須和田裕貴, 本山岳, 三好清貴, 小林達生, 北川健太郎, 佐々木孝

彦, 後藤貴行, S. Seiro, C. Geibel, F. Steglich 

CeCu2Si2の強磁場・高圧下における価数状態の研究-II 

日本物理学会2016年秋季大会 

金沢大（金沢）2016年9月13-16日 

 

荒木新吾, 恩地太紀, 北川俊作, 小林達生, 宮崎美里, 摂待力生, 酒井宏典 

CeRh2Si2の反強磁性量子臨界点  

日本物理学会2016年秋季大会 

金沢大（金沢）2016年9月13-16日 

 

八谷諒, 森洋貴, 前田賢輝, 俣野和明, 鄭国慶 

空間反転対称性の破れた超伝導体のNMR/NQR 

日本物理学会 第71回年次大会 東北学院大学 泉キャンパス 2016年3月19日 

 



 

 

北橋実里, 川崎慎司, C. T. Lin, 鄭国慶 

銅酸化物高温超伝導体 Bi2201の擬ギャップと磁場誘起CDWのNMR法による研究 

日本物理学会 第71回年次大会 東北学院大学 泉キャンパス 2016年3月20日 

 

Guo-qing Zheng (invited) 

NMR evidence for spin-rotation symmetry breaking and triplet superconducting state in a doped 

topological insulator 

Spectroscopies in Novel Superconductors (SNS2016), Stuttgart/Ludwigsburg, Germany, June 

19-24, 2016 

 

S. Kawasaki 

Magnetic field induced CDW order in the Bi2Sr2-xLaxCuO6+δ superconductor  revealed by 

Cu-NMR 

The kick-off meeting of JSPS project "Development of international research network aiming 

for the realization of superconductive materials with high critical temperature", Conference 

Room, Faculty of Science, Okayama University, February 29 – March 1, 2016  

 

S. Kawasaki(invited) 

Doping dependence of the charge density wave order in single layered Bi2Sr2-xLaxCuO6+δ 

superconductors revealed by high field NMR 

International Symposium on Frontier of Superconductivity Research (VI)-NMR and μSR on 

Unconventional Superconductors-  

 National Lab for Superconductivity, Institute of Physics, Chinese Academy of Science, Beijing 

National Laboratory for Condensed Matter Physics, Beijing, China, October 26-29, 2016  

 

俣野和明(invited) 

トポロジカル超伝導体のNMR 

シンポジウム 「超伝導における新しい対称性と機構」 

2016年度応用物理・物理系学会中国四国支部 合同学術講演会 岡山大学津島キャンパス 

2016年7月31日 

 

野原実 

物質開発者のための構造化学入門 

J-Physics ものづくり学校 第 1 回「戦略的物質開発入門」 

岡山大学理学部 2016 年 1 月 8–9 日 

 

野原実 

室温超伝導を狙った物質開発 

新学術領域研究「J-Physics：多極子伝導系の物理」、第 1 回トピカル会議「J-Physics が

目指す物質開発」 

岡山大学理学部 2016 年 1 月 9 日 

 

M. Nohara 

Exploration of novel pnictides and their superconducting properties (Invited) 

Asia-Pacific Workshop (APW)-CEMS Joint Workshop, "Highlight of modern condensed matter 

physics", RIKEN, Japan, January 25-27, 2016. 

 

野原実 

J-Physics による高温超伝導物質の開発 

岡山大学フューチャー・セッション（岡山大学研究推進産学連携機構） 



 

 

岡山大学 2016 年 2 月 19 日 

 

M. Nohara 

Exploration of novel superconductors using arsenic chemistry 

The kick-off meeting of the JSPS project "Development of international research network 

aiming for the realization of superconductive materials with high critical temperature", 

Okayama University, Okayama, Japan, February 29 - March 1, 2016. 

 

野原実 

ヒ素の化学を利用した超伝導物質開発（特別講演） 

物性研短期研究会「SPring-8 BL07LSU の現状〜X 線分光と回折の協奏へ〜」、 

東京大学物性研究所 2016 年 3 月 1 日 

 

工藤一貴 

Pr ドープ CaFe2As2の超伝導とドーパント周りの局所構造 

３D 活性サイト科学第３回成果報告会 

名古屋工業大学 2016 年 3 月 7-9 日 

 

M. Nohara 

Arsenic chemistry and superconductivity 

Anomalous Transport in Multipolar and Topological Materials Workshop, Johns Hopkins 

University, Baltimore, MD, USA, March 11 and 12, 2016. 

 

工藤一貴、松尾元太、西本直生、竹内貴亮、藤村一徳、野原実 

P ドープ CrAs におけるヘリカル磁性の抑制と量子臨界現象 

日本物理学会第 71 回年次大会（2016 年） 

東北学院大学（泉キャンパス） 2016 年 3 月 19–22 日 

 

木村拓海、工藤一貴、北濱裕、水上輔、藤村一徳、井岡賢志、西本直生、太田弘道、 野

原実 

ヒ化物系層間物質をもつ鉄系超伝導体の Sb ドープによる Tc上昇 

日本物理学会第 71 回年次大会（2016 年） 

東北学院大学（泉キャンパス） 2016 年 3 月 19–22 日 

 

 

竹内貴亮、工藤一貴、藤村一徳、太田弘道、野原実 

BaPtAs における多形制御と超伝導 

日本物理学会第 71 回年次大会（2016 年） 

東北学院大学（泉キャンパス） 2016 年 3 月 19–22 日 

 

井岡賢志、工藤一貴、太田弘道、木村拓海、戎佳宏、波田拓馬、小関正哉、八方直久、

林好一、野原実 

Pr ドープ CaFe2As2の蛍光 X 線ホログラフィー：ドーパント周りの局所構造解析 

日本物理学会第 71 回年次大会（2016 年） 

東北学院大学（泉キャンパス） 2016 年 3 月 19–22 日 

 

M. Nohara 

Superconductivity in Transition Metal Arsenides 

J-Physics: Mini International Workshop on Physics of Strongly Correlated Electron Systems 



 

 

under Extreme Conditions, Kobe University, Kobe, Japan, April 13-14, 2016. 

 

K. Kudo, H. Ishii, and M. Nohara 

Structural instability and strong-coupling superconductivity induced by Pd doping of AuTe2（ポ

スター） 

J-Physics：多極子伝導系の物理、平成 28 年度領域全体会議 

北海道大学 2016 年 5 月 26–28 日 

 

野原実 

強相関多極子物質の開発〜理論への期待〜 

J-Physics 多極子伝導系の物理：理論討論会 

明治大学 2016 年 6 月 4–5 日 

 

野原実 

化学のアイデアに基づく超伝導物質開発 

物性研究所短期研究会「第１回固体化学フォーラム研究会：固体物質・材料研究の現在

と未来」東京大学物性研究所 2016 年 6 月 14–15 日 

 

野原実 

超伝導物質開発−化学の知見に基づくアプローチ− 

物理工学アドバンストレクチャー 

名古屋工業大学 2016 年 7 月 27 日 

 

野原実、 

鉄系超伝導体の開発−化学の知見に基づくアプローチ− 

豊田理研ワークショップ「高温超伝導をめぐる最近の発展と展望」 

トヨタ産業技術記念館、名古屋市 2016 年 7 月 30–31 日 

 

工藤一貴 

カイラル d 波超伝導状態探索に向けたハニカム構造を有する超伝導物質開発（シンポジ

ウム講演） 

2016 年度応用物理・物理系学会中国四国支部合同学術講演会 

岡山大学 2016 年 7 月 31 日 

 

K. Kudo 

Development of novel superconductors in iron-based and related materials 

異分野基礎科学研究所 第１回研究報告会 

岡山大学 2016 年 8 月 3 日 

 

M. Nohara 

Superconductivity induced by bond breaking of IrTe2 and AuTe2 

"Zuzojunkan" Mini Workshop -- Local crystal- and electronic-structure studies on novel 

superconductors --, Okayama University, Japan, September 8, 2016. 

 

工藤一貴 

鉄系超伝導体 Ca1-xPrxFe2As2 の蛍光 X 線ホログラフィー：ドーパント周りの局所構造

解析 

3D 活性サイト科学第四回成果発表会 

大阪大学、2016 年 9 月 10 日〜9 月 11 日 



 

 

 

井岡賢志、工藤一貴、八方直久、太田弘道、戎佳宏、山本健太、木村耕治、木村拓海、

細川伸也、林好一、野原実 

Pr ドープ CaFe2As2の蛍光 X 線ホログラフィー法による局所構造解析（ポスター） 

3D 活性サイト科学第四回成果発表会、大阪大学、2016 年 9 月 10 日〜9 月 11 日 

 

工藤一貴、井岡賢志、八方直久、太田弘道、戎佳宏、山本健太、木村耕治、木村拓海、

細川伸也、林好一、野原実 

Pr ドープ CaFe2As2の蛍光 X 線ホログラフィー：ドーパント周りの局所構造解析 II 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学角間キャンパス 2016 年 9 月 13–16 日 

 

井岡賢志、工藤一貴、八方直久、太田弘道、戎佳宏、山本健太、木村耕治、木村拓海、

細川伸也、林好一、野原実 

Pr ドープ CaFe2As2の大型単結晶育成と蛍光 X 線ホログラフィーによるドーパント周り

の局所構造解析（ポスター） 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学角間キャンパス 2016 年 9 月 13–16 日 

 

柊輝、工藤一貴、北濱裕、大成誠一郎、太田弘道、野原実 

新規層状化合物 LaOSbSe2の結晶構造と物性（ポスター） 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学角間キャンパス 2016 年 9 月 13–16 日 

 

野原実 

化学結合の切断によって発現する IrTe2と AuTe2の超伝導（企画講演） 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学角間キャンパス 2016 年 9 月 13–16 日 

 

M. Nohara 

Enhancement of superconductivity by La and Sb simultaneous doping of 112-type iron pnictide 

CaFeAs2 (Invited) 

European Materials Research Society 2016 Fall Meeting, Warsaw University of Technology, 

Warsaw, Poland, September 19 to 22, 2016. 

 

M. Nohara 

Superconductivity induced by dimer breaking of IrTe2 and AuTe2 

14th Bilateral Japanese-German Symposium, “Effects of Parity Mixing in Correlated Electron 

Systems”, Sapporo, Japan, September 26–29, 2016. 

 

野原実 

室温超伝導の物理 --- 今後５年で真に取り組むべき課題は何か 

第 9 回凝縮系理論勉強会 

東京理科大学神楽坂キャンパス 2016 年 11 月 5 日 

 

野原実 

超伝導物質開発〜化学の知見に基づくアプローチ〜 

名古屋大学応物セミナー 

名古屋大学 2016 年 11 月 8 日 



 

 

 

K. Kudo 

Development of new superconductors in iron-based and related materials (Invited)  

1st Asian ICMS and CSSJ 50th Anniversary Conference, Kanazawa, Japan, Nov. 7 to 10, 2016. 

 

K. Kudo, Y. Kitahama, K. Iba, M. Takasuga, and *M. Nohara,  

Enhanced superconductivity at the structural phase boundary of Sr1-xBaxNi2P2 

29th International Symposium on Superconductivity, ISS2016, Tokyo International Forum, 

Tokyo, Japan, December 13–15, 2016. 

 

工藤一貴 

蛍光 X 線ホログラフィーによる局所構造解析を利用した鉄系超伝導体の物質開発 

物性研究所短期研究会「原子層上の活性サイトで発現する局所機能物性」、 

東京大学物性研究所 2016 年 12 月 20–21 日 

 

井岡賢志，工藤一貴，八方直久，太田弘道，戎佳宏，木村耕治，波田拓馬，山本健太，

木村拓海，宮内後太朗，柊輝，細川伸也，林好一，野原実 

鉄系超伝導体 Pr ドープ CaFe2As2 の蛍光 X 線ホログラフィー法による局所構造解析

（ポスター） 

物性研究所短期研究会「原子層上の活性サイトで発現する局所機能物性」 

東京大学物性研究所 2016 年 12 月 20–21 日 

 

野原実 

スピン軌道相互作用と化学結合 

第５回パイロクロア研究会 

岡山大学理学部 2016年12月26–27日 

 

西山由弘 

(2+1)次元イジング模型のマグノン束縛状態のスペクトル系列  

日本物理学会2016年秋季大会 

金沢大学(金沢市) 2016年9月13日 

 

岡田耕三, 竹内有利佳 

SmOs4Sb12のSm L2,3-XMCDの理論 

日本物理学会2016年秋季大会 

金沢大学(金沢市) 2016年9月15日 

 

本学, 岡田耕三 

KCuF3のKα-RIXSの理論 

日本物理学会2016年秋季大会 

金沢大学(金沢市) 2016年9月15日 

 

M. Ichioka, M. Nabeta, K.K. Tanaka, S. Onari 

Paramagnetic and Diamagnetic Pair-Breaking Effect in Electric-Field-Induced Surface 

Superconductivity under Parallel Magnetic Fields 

29th International Symposium on Superconductivity (ISS2016) 

Tokyo International Forum（東京）2016 年 12 月 13-15 日 

 

K.K. Tanaka, M. Ichioka, S. Onari 



 

 

Spin-polarized Local Density of States around Vortex in Helical p-wave Superconductors 

29th International Symposium on Superconductivity (ISS2016) 

Tokyo International Forum（東京）2016 年 12 月 13-15 日 

 

M. Inoue, H. Adachi, M. Ichioka 

Spin pumping into superconductors 

International School on Spintronics and Spin-Orbitronics 

Kyushu University Hakozaki Campus（福岡）2016 年 12 月 16-17 日 

 

田中健太, 市岡優典, 大成誠一郎 

カイラル p 波超伝導体の渦糸格子状態における核磁気緩和率の理論解析 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学（仙台）2016 年 3 月 19-22 日 

 

鍋田昌宏, 田中健太, 大成誠一郎, 市岡優典 

電場誘起表面超伝導の平行磁場下における電子状態 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学（仙台）2016 年 3 月 19-22 日 

 

井上高宏，大成誠一郎 

ハニカム格子超伝導体 BaPtAs1-xSbxの電子状態の解析 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学（仙台）2016 年 3 月 19-22 日 

 

大成誠一郎, 山川洋一, 紺谷浩 

各種鉄系超伝導体の斜方晶相における電子状態理論解析 

日本物理学会第 71 回年次大会 

東北学院大学（仙台）2016 年 3 月 19-22 日 

 

大成誠一郎 

多軌道系における軌道秩序及び超伝導発現機構（招待講演） 

日本物理学会中国四国支部大会 

岡山大学（岡山）2016 年 7 月 31 日 

 

田中健太, 大成誠一郎, 市岡優典 

超伝導渦糸状態における局所核磁気緩和率の d ベクトル依存性 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（金沢）2016 年 9 月 13-16 日 

 

鍋田昌宏, 田中健太, 大成誠一郎, 市岡優典 

平行磁場下での電場誘起表面超伝導中の電子状態と反磁性電流 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（金沢）2016 年 9 月 13-16 日 

 

大成誠一郎，山川洋一，紺谷浩 

鉄系超伝導体における軌道秩序状態の理論解析 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（金沢）2016 年 9 月 13-16 日 



 

 

 

大成誠一郎，紺谷浩 

鉄系超伝導体における抵抗率と熱起電力の面内異方性 

日本物理学会 2016 年秋季大会 

金沢大学（金沢）2016 年 9 月 13-16 日 

 

田中健太, 大成誠一郎, 市岡優典 

ヘリカル p 波超伝導体における局所状態密度の理論解析 

基研研究会「超伝導研究の最先端：多自由度、非平衡、電子相関、トポロジー」 

基礎物理学研究所（京都）2016 年 10 月 10-12 日 

 

大成誠一郎，紺谷浩 

鉄系超伝導体における抵抗率の物質依存面内異方性 

基研研究会「超伝導研究の最先端：多自由度、非平衡、電子相関、トポロジー」 

基礎物理学研究所（京都）2016 年 10 月 10-12 日 

 

田中健太, 大成誠一郎, 市岡優典 

ヘリカル p 波超伝導体におけるスピン偏極局所状態密度の理論解析 

第 24 回渦糸物理国内会議 -超伝導体における渦糸状態の物理と応用(2016)- 

角館（仙北）2016 年 11 月 28-30 日 

 

市岡優典, V. G. Kogan, J. Schmalian 

2 バンド超伝導体におけるバンド毎の渦糸半径 

第 24 回渦糸物理国内会議 -超伝導体における渦糸状態の物理と応用(2016)- 

角館（仙北）2016 年 11 月 28-30 日 

 
K. Hagiwara, Gamma Production from the Thermal Neutron Capture on Natural Gadolinium, 

Gd-155 and Gd-157 (ポスター発表), 新学術「地下素核研究」国際会議 , 東京大学, 

2016/5/11-13 

 

王岩、酸素・炭素原子核の巨大共鳴からの γ 線測定 , 日本物理学会第 71 回年次大会、

東北学院大学、2016/3/19-3/22 

 

萩原開人、ガドリニウムの熱中性子捕獲反応から放出される γ 線データ解析とシミュレ

ーションとの比較について、日本物理学会大 71 回年次大会、東北学院大学、2016/3/19-22 

 

萩原開人、ガドリニウムの熱中性子捕獲反応から放出される γ 線データ解析とシミュレ

ーションとの比較、日本物理学会 2016 秋季大会、宮崎大学、2016/9/21-24 

 

M.Sakuda, Study of Gamma-ray Production from Giant Resonance of 12C and 16O in (p,p') 

Reactions, International Workshop on Neutrino Nuclear Responses for Double Beta Decays and 

Astro-Neutrino Interactions (NNR16), RCNP, Osaka University, September 29-30, 2016. 

 

M.Sakuda, The Gamma production from Giant Resonances of Carbon/Oxygen at Low Energy 

(10-100MeV) and Importance to Supernova Physics, International Workshop on Frontiers in 

Electroweak Interactions of Leptons and Hadrons, Arigarh Muslim University, 2-6 November, 

2016.  

https://indico.cern.ch/event/508920/
https://indico.cern.ch/event/508920/


 

 

M.Sakuda, Gamma production from thermal neutron capture on natural gadolinium, 155Gd and 
157Gd, 新学術領域「重力波天体」Workshop、京都大学基礎物理学研究所、2016/12/26-28。  

 

作田誠、酸素・炭素の巨大共鳴から放射されるガンマ線と CASCADE 計算の比較、日

本物理学会、2016 秋季大会、宮崎大学、2016/9/21-24 

 

Y. Kida et al., Development of LEKID detectors for Light Dark Matter Searches using Liquid 

Helium, (Poster presentation) 29th International Symposium on Superconductivity (ISS 2016), 

Tokyo, Japan, Dec. 13-15 (2016). 

 

H. Ishino et al., Development of Superconducting Detectors for Dark Matter Searches using 

Liquid Helium, 29th International Symposium on Superconductivity (ISS 2016), Tokyo, Japan, 

Dec. 13-15 (2016). 

 

石野宏和、「極低温可視光センサーの開発」、第７回 SOI 新学術領域研究会、SPring-8、

兵庫、2016 年 11 月 21－22 日。 

 

H. Ishino et al., Development of Kinetic Inductance Detectors to search for dark matter, The 3rd 
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